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仕事なのに子どもの具合が・・・病院や診療所が休めない 

 そんな時お手伝いします！         親族に頼めない 

 

■病児・緊急預かり対応基盤設備事業とは？  

  国は「病児・病後児の預りなどの援助を受けたい労働者と 

援助を行いたい看護士・保育士などの資格を持つ方が会員となり 

病気・病後時（回復期）などにおける育児について助け合う会員 

組織を県の子育て支援グループに委託しています。  

 

■病児・緊急預かり対応基盤設備事業を利用するには？ 
〈仕組みと流れ〉 

 

援助を受けたい方（利用会員）、援助を行いたい方（スタッフ）は、病児・緊急預かり対応基盤設備事業に

申し込むことによって会員になります。会員の方が安心して援助を行えるよう、病児・緊急預かり対応基盤設

備事業では会員を対象に育児に関する知識・技術を身につけるための研修会を実施しています。 

 

   「仕事中に保育園から緊急の連絡があったけれども、迎えに行けない・・・」 

「きのうまで元気だったのに、急に熱が出ちゃって仕事休めない・・・」  

「急に残業になってしまいお迎えが間に合わない・・・」 

 ⇒ 会員登録すると、援助をしていただける方を探してくれます。

 

「保育士、幼稚園教諭、看護師等の資格を活かしたい」 

「子供も成長して、空いている時間を何か有効に使いたい。」 

「子供が好きだから」 

 ⇒ 有資格者や子育て経験者が、援助活動をしてくれます。 

 

次回は、お近くの病児・緊急預かり対応基盤設備事業実施団体をご紹介します。 
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